


は，効率よく断面積を減少させると同時に工具交換を必
要最小限に抑えるため，平面の工具（以下，平金敷とい
う）を用いるのが一般的である。まずフランジ部を鍛造
し，続いて軸部を鍛造する。軸部の鍛造では，素材を軸





が得られ，近似式（9）を得た。式（9）を図7の実線で示す。

　　 



4．タップ工程における工程設計手法

　タップ工程とは孔型を有する工具を用いて鍛造する工
程である。多角形状の断面を有する素材に圧下を与えた
後，素材に回転および移動を繰返して目標寸法の円形形
状に仕上げていく。タップ鍛造の1つであるスパイラル
鍛造2）ぇに木 ぞ 法の浅à àび娩拲斐芖 ˥˩であるÜ【î じ っ ヨ ば タ ッ プ 鍛 造 ﾓ ス パ イ ラ ぶ 鍛 足 に い 倖 寸 抱






